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日の宮神社 神輿奉納 

日の宮神社 拝殿 

山の神神社境内 

山の神神社境内への石段 

 

幡崎神社境内 

幡崎神社 巫女の舞 

 

南
原
に
は
多
く
の
社･

祠･

石
地
蔵
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
人
に
大
切
に
守
ら

れ
て
き
た
。
先
日
、
主
だ
っ
た
３
つ
の
神
社
を
訪
れ
て
み
た
。
時
間
を
忘
れ
る
よ
う

な
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
た
。
春
・
秋
の
祭
り
に
三
入
神
社
神
官
に
お
出
で
頂
く
祭
礼

に
際
し
、
当
日
は
も
と
よ
り
、
社
殿･

拝
殿･

境
内･

参
道
の
清
掃
、
当
番
制
の
菰
敷

に
よ
る
祭
礼
準
備
等
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
地
域
の
絆
作
り
に
繋
が
っ
て
い
る
。 

【
幡
崎
神
社
】 

 

三
入
学
区
南
原
に
加
え
可
部
学
区
綾
ケ
谷
も
カ
バ
ー
す
る
。
県
道
南
原
線
幡
崎
神

社
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
数
分
の
山
裾
か
ら
百
五
十
段
余
の
石
段
を
上
る
と
広
い
境

内
に
た
ど
り
着
く
。
石
段
に
は
手
す
り
も
あ
る
が
一
気
に
上
が
る
に
は
き
つ
い
。
境

内
右
手
に
は
、
寄
進
に
よ
る
立
派
な
鐘
楼
が
見
え
る
。
そ
の
一
段
高
い
台
地
に
は
大

き
な
社
殿･

拝
殿
が
立
つ
。
九
月
下
旬
の
秋
祭
り
に
は
、
前
夜
か
ら
境
内
に
夜
店
が

並
び
、
神
楽
舞
の
奉
納
が
日
が
変
わ
る
ま
で
続
く
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。
当
日

は
、
祭
礼
に
加
え
、
地
域
少
女
に
よ
る
巫
女
舞
、
子
供
神
輿
の
奉
納
も
見
ら
れ
る
。 

【
山
の
神
神
社
】 

南
原
居
住
区
の
先
の
こ
ん
も
り
と
し
た
林
を
抜
け
長
い
石
段
を
登
る
と
、
社
殿･

拝
殿
に
至
る
。
境
内
に
は
土
俵
も
見
え
る
。
南
原
地
域
は
山
林
が
多
く
、
山
の
幸
で

生
計
を
立
て
て
い
る
人
が
多
い
た
め
、
雪
ど
け
で
山
仕
事
の
始
ま
る
３
月
中
旬
に
、

山
の
安
全
を
祈
願
す
る
春
祭
り
が
行
わ
れ
て
き
た
。
当
日
は
、
祭
礼
、
子
供
神
輿
奉

納
、
境
内
で
の
子
供
相
撲
が
行
わ
れ
る
。
年
配
者
の
「
自
分
も
子
供
の
頃
祭
り
の
時

に
こ
こ
で
相
撲
を
取
っ
た
も
の
だ
。
」
と
昔
を
懐
か
し
む
声
に
歴
史
を
感
じ
る
。 

【
日
の
宮
神
社
】 

小
さ
な
社
と
拝
殿
は
南
原
川
東
の
山
の
中
腹
に
位
置
す
る
。
春
祭
り
は
、
毎
年
山

の
神
神
社
と
同
日
に
行
な
わ
れ
る
。
祭
礼
後
、
参
拝
者
は
拝
殿
で
さ
さ
や
か
な
宴
を

催
す
。
神
社
が
あ
る
町
内
会
の
「
七
十
三
石
」
名
に
つ
い
て
、
他
地
区
の
方
か
ら
よ

く
「
珍
し
い
名
前
で
す
ね
。
」
と
言
わ
れ
る
。
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の
際
、
宮
島

で
戦
勝
祈
願
の
大
祭
を
行
い
、
安
芸
の
国
各
地
の
有
名
大
社
に
社
領
を
寄
進
し
た 

と
き
、
日
野
権
現
社
に
は
七
十
三
石
を
寄
進
し
た
と
の
故
事
に
基
づ
く
ら
し
い
。 

 

参
考
資
料
：「
南
原
誌
」(

南
原
自
治
会) 

写
真
提
供
：
下
原
博
文
氏 

山
口
記 

史
跡
を
訪
ね
て
シ
リ
ー
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会 

長 

佐
々
木
和
治
（
下
町
屋
７
区
）
町
内
会
連
合
会
顧
問 

副 

会 

長 

寺
山
ル
ミ
子
（
上
町
屋
安
佐
可
台
）
福
祉
協
力
員
部
会
長 

山
田 

善 

伸
（
下
町
屋
６
区
）
い
き
い
き
サ
ロ
ン
部
会
長 

横
田 

正 

幸
（
桐
原
18
区) 

広
報
編
集
会
議
議
長 

山
口 

卓 

壮
（
南
原
七
十
三
石) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
長 

地
域
福
祉
推
進
委
員 

竹
田 

愛 

子 

（
桐
原
19
区
）
桐
原
地
区
理
事
兼
務 

 

理 

事 

 

笠
野 

道 

也 

（
上
町
屋
5
区)

上
町
屋
連
合
町
内
会
会
長 

 

正
図 

正 

暁 

（
上
町
屋
１
区) 

上
町
屋
連
合
町
内
会 

倉
本 

勝 

利 

（
上
町
屋
４
区) 

上
町
屋
連
合
町
内
会 

野
々
山
公
枝 

（
上
町
屋)

上
町
屋
地
区
女
性
会
代
表 

岡
田   

豊    

（
下
町
屋
8
区)

下
町
屋
連
合
町
内
会
会
長 

観 
 

芳 

子 

（
下
町
屋
10
区)

下
町
屋
地
区
女
性
会
代
表 

新
木 

信 

博  

（
桐
原
19
区) 

桐
原
自
治
会
連
合
会
会
長 

下
谷 

洋 

子 

（
桐
原
15
区) 

三
入
女
性
会
会
長 

松
本 

雅 

子 

（
桐
原
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

民
生
児
童
委
員 

沖
野 

鈴 

夫 

（
南
原
上
組) 

南
原
自
治
会
会
長 

稲
田 

博 

之 

（
南
原
中
組) 

民
生
・
児
童
委
員 

河
野 

和 

子  (

南
原
七
十
三
石)

南
原
地
区
女
性
会
代
表 

監 

事 竹
尾  

均   

（
下
町
屋
７
区
）
町
内
会
連
合
会
監
事 

奥
本 

清 

志 

（
南
原
七
十
三
石) 

南
原
サ
ロ
ン
代
表 

常
務
理
事 

会
計 

越
道 

慶 

幸 

（
上
町
屋
安
佐
可
台
）
連
合
町
内
会 

 

吉
森 

俊
治
（
上
町
屋
１
区
） 

砂
本 

 

栄 

（
上
町
屋
２
区
） 

松
田 

 

博
志
（
上
町
屋
３
区
） 

大
塚 

 

繁
夫
（
上
町
屋
４
区
） 

土
居 

尚
之
（
上
町
屋
５
区
） 

泉 
 
 

明
博
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

加
藤 

久
賀
（
上
町
屋
安
佐
可
台
） 

下
原 

 

貞
子
（
南
原
上
組
） 

岩
田 

 

節
子
（
南
原
中
組
） 

杉
野
美
恵
子
（
南
原
中
組
） 

 

山
田 

一
孝
（
下
町
屋
６
区
） 

前 
 
 
 

正
博
（
下
町
屋
７
区
） 

菅
原
ヒ
メ
子
（
下
町
屋
馬
場
） 

市
岡 

 

敏
夫
（
下
町
屋
睦
） 

江
田 

 

公
弘
（
下
町
屋
８
区
） 

川
立 

 

領 

（
下
町
屋
９
区
） 

瀧
本 

 

光
浩
（
下
町
屋
１０
区
） 

岡
崎 

 
 

環 

（
下
町
屋
１１
区
） 

沖
田 

 

敏
郎
（
三
入
市
営
住
宅
） 

島
田 

 

幸
三
（
下
町
屋
１２
区
） 

浅
枝 

 

萬
年
（
下
町
屋
１３
区
） 

  

宮
中 

頼
克
（
下
町
屋
睦
） 

山
手 

 

里
美
（
下
町
屋
８
区
） 

黒
田 

 

芳
文
（
下
町
屋
８
区
） 

仁
川
美
由
貴
（
下
町
屋
８
区
） 

沼
本 

一
行
（
下
町
屋
９
区
） 

小
笹 

 
 

操 

（
下
町
屋
10
区
） 

梶
田 

 

直
子
（
下
町
屋
10
区
） 

外
和 

 

重
雄
（
下
町
屋
11
区
） 

橋
本 

 

稔 

（
三
入
市
営
住
宅
） 

島
田 

瑞
江
（
下
町
屋
12
区
） 

城
崎 

雅
宏
（
下
町
屋
13
区
） 

 

 

池
田 

秀
行
（
下
町
屋
６
区
） 

熊
谷 

 

栄
子
（
下
町
屋
６
区
） 

前 
 
 

正
博
（
下
町
屋
７
区
）

隅
田 

義
治
（
下
町
屋
７
区
） 

谷
川 

有
未
（
下
町
屋
７
区
） 

紙
川 

俊
士
（
下
町
屋
７
区
） 

菅
原
ヒ
メ
子
（
下
町
屋
馬
場
） 

  

【
下
町
屋
地
区
】（
十
八
名
） 

（
平
成
３０
年
６
月
現
在
） 

下
谷 

 

洋
子
（
桐
原
15
区
） 

川
本 

正
恵
（
桐
原
18
区
） 

（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

竹
田 

 

愛
子
（
桐
原
19
区
） 

(

丸
小
山
自
治
会) 

山
本 

町
子
（
高
松
町
内
会
） 

松
本 

雅
子
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

中
田 

靖
夫
（
桐
原
17
区
） 

世
良 

 

一 

（
桐
原
20
区
） 

十
時
美
由
紀
（
桐
原
21
区
） 

中
和 

 

知
子
（
桐
原
21
区
） 

（
桐
原
21
区
下
組
） 

棟
久 
玲
子
（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

(

中
応
寺
自
治
会) 

野
田 

尚
子
（
桐
山
自
治
会
） 

 

【
桐
原
地
区
】（
十
一
名
） 

【
南
原
地
区
】（
七
名
） 

【
下
町
屋
地
区
】(

十
一
名
） 

山
田 

 

弘 

（
中
応
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
） 

中
元 

智
也
（
中
応
寺
自
治
会
） 

中
田 

靖
夫
（
桐
原
１７
区
） 

山
下 

純
子
（
桐
山
自
治
会
） 

川
本 

勇
三
（
桐
原
１８
区
） 

成 
 
 

直
喜
（
山
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
） 

小
田 

 

勝
義
（
高
松
町
内
会
） 

小
坂 

龍
二
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
） 

中
村 

 

義
夫
（
桐
原
１９
区
） 

村
山 

 
 

修 

（
丸
子
山
自
治
会
） 

世
良 

 

一 

（
桐
原
２０
区
） 

大
石 

時
雄
（
桐
原
２１
区
） 

矢
田 

正
治
（
桐
原
２１
区
下
組
） 

【
桐
原
地
区
】（
十
四
名
） 

 

【
南
原
地
区
】（
四
名
） 

◆
三
入
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員 

  

大
上 
 
正
司
（
上
町
屋
１
区
） 

角
広 

 
忍 
（
上
町
屋
２
区
） 

三
宅 

博
之
（
上
町
屋
３
区
） 

森
田 

忠
秋
（
上
町
屋
４
区
） 

佐
々
木
常
義
（
上
町
屋
５
区
） 

岩
本 

 

智
之
（
上
町
屋
新
山
倉
） 

重
河 

 

素
文(

上
町
屋
安
佐
可
台) 

 

常
務
理
事 

事
務
局
長 

西
本 

勝 

則  (

上
町
屋
１
区)  

常
務
理
事 

福
祉
協
力
員
事
務
局 

池
田 

憲 

二
（
下
町
屋
７
区
） 

常
務
理
事 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
務
局 

椿  

稔 

治
（
上
町
屋
４
区
） 

常
務
理
事 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク 

事
務
局 

齋
木  

信  

（
下
町
屋
７
区
） 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

西
原
佐
登
子
（
南
原
下
組
） 

荒
川 

 

洋
子
（
南
原
下
組
） 

河
野 

 

和
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

上
坊 

 

英
子
（
南
原
七
十
三
石
） 

正
畑 

 

忠 
 

（
桐
原
１５
区
） 

下
原 

 

敬
章
（
南
原
上
組
） 

岩
田 

  

光 

（
南
原
中
組
） 

西
原 

  

司 

（
南
原
下
組
） 

山
口 

 

卓
壮
（
南
原
七
十
三
石
） 

黒
田 

芳
文
（
公
衛
協
副
会
長
） 

保
田 

 

博 

（
自
主
防
災
会
副
会
長
） 

的
場 

 

幸
雄
（
防
犯
組
合
会
会
長
） 

河
野 

 

義
治
（
体
育
協
会
会
長
） 

瀧
本  

光
浩 

（
青
少
協
会
会
長
） 

池
永 

秀
樹 

（
子
ど
も
育
成
会
会
長
） 

下
谷  

勲
荘 

（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
会
会
長
） 

岡
崎   

環
（
交
通
安
全
協
会
支
部
長
） 

平
木 

文
隆 

（
消
防
団
三
入
分
団
長
） 

佐
々
木 

剛 

（
小
学
校
PTA
会
長
） 

松
川 

朋
恵 

（
中
学
校
PTA
副
会
長
） 

【
他
団
体
代
表
】
（
十
一
名
） 

☆ 

☆折出 純 子（南原七十三石）◌ 

☆ 

☆ 

【
上
町
屋
地
区
】（
七
名
） 

☆
太
字
は
地
区
代
表 

○
福
祉
協
力
員(

四
十
三
名) 

○
代
議
員(

四
十
七
名) 



　 平成30年5月13日（日）に三入公民館において、三入地区内自治会･町内会の会長、関係諸団体の団体長の皆さ
   んにお集まりいただき、平成30年度三入地区社協の代議員会（定時総会）を開催 しました。本広報誌では、地域
　の皆様方に平成29年度活動状況の概要をお知らせします。

＜はじめに＞
　　安佐北区社協が掲げている「安佐北区地域福祉推進６次５か年計画」の最終年度にあたることから計画の柱とな
　っている「重点３事業」を三入地区社会福祉協議会においても三部会の活動テーマとして継続して取り組みました。
　・以下に活動内容を報告いたします。 

＜重点３事業の個別活動報告＞
Ⅰ 安心ネットづくり推進事業（福祉協力員部会）…「気がかりな人」への支え合い・援助
　　　平成２９年度、新規事業として毎月第３木曜日に公民館で「相続・成年後見」などの無料相談会を開催しました。
　　また、福祉協力員部会は、民生委員と協力しながら独居高齢者等の情報を共有し、地域の安心ネットづくりに取
　　り組みました。
　【具体的活動項目】
　１．「救急医療情報キット」の配布継続・・・・・平成２９年度には、新規申し込みは有りません。
　２．「安心箱」の配布促進・・・・・平成２９年度には配布実績はありません。
　３．研修会の実施
　　1) 第１回　平成２９年９月９日(土)   
　　　①「高齢者いきいき活動ポイント事業」について、
　　　　◆安佐北区厚生部健康長寿化高齢福祉係長 　　長谷川ひとみ氏による事業内容説明
　　　②「介護予防・日常生活支援総合事業」について、三入・可部地域包括支援センター職員による事業内容説明
　　　③４地区別に、包括支援センター及び民生委員と共に、情報交換を実施
　　２)第２回　平成３０年２月１８日(日)　自治連、三入公民館共催
　　地域福祉向上のため外部講師による第８回三入地区まちづくり研修会を実施
　　テーマ「地域包括ケアシステム」について、講師二人による講演実施
　　　　◆講師　公立みつぎ総合病院　副院長　　沖田　光昭先生
　　　　◆講師　三入・可部地域包括支援センター　　井田センター長
　　参加者　三入地区社協・自治連・福祉協力員・民生委員・一般参加を合わせて１１２名参加
　４、無料相談会の開催
　　　平成２９年７月より、NPO法人ひろしま相続・後見サポートセンターの協力を得、「相続・成年後見」等の無料相
　　談会を三入公民館で毎月１回開催。継続的に活動を実施することにより、相談者は増加傾向となっています。
　５、まごころ饅頭(和菓子)届の支援
Ⅱ ふれあいいきいきサロン設置推進事業（いきいきサロン部会）　…地域住民のふれあい・交流の場づくり
　　　＜サロン代表者会議を年間２回と研修会を１回開催。また、行政指導の新規事業に参画しました。＞
　１、サロン代表者会議　　（平成２９年４月１９日、　１０月２５日）
　　　代表者会議は、１２サロン各代表者のほか、社協役員一同も加わり、各サロンの活動状況、活動を通しての問
　　　題点や今後の活動など、活発な意見交換をしました。
　　◆講師　安佐北区社協　宮田主任を招き、他地区の各サロンの活動成果、課題・問題点を資料に基づき内容
　　　　説明を受けた。また、併せてサロン活動により生じる問題に対し、具体的なアドバイスをいただいた。
　　◆講師　三入・可部地域包括支援センター、室元奈津子氏には介護予防・日常生活支援総合事業とサロン
　　　　活動の関わりについて講演して頂きました。
　２、第４回いきいきサロン研修会　（平成２９年６月２８日）
　　　介護予防セミナーを開催し、社協役員、会員、一般参加、合わせて５０名の参加を得ました。
　３、新規事業
　　・平成２９年７月より開始された「地域高齢者交流サロン運営事業・地域介護予防拠点整備事業」に５サロンが参
　　  画し活発な活動を行いました。また、平成２９年９月より開始された「高齢者いきいき活動ポイント事業」は、高齢
　　　者の引きこもりを防ぎ、外出を動機づけする効果が生じ、結果的にサロンへの参加人数の増加に繋がりました。

　　　【　月別・サロン別　行事参加者数（平成２９年度）　】 ＜ 延べ参加者数 ： １０，０７３名 ＞
開催月⇒ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

　上町屋 28 28 45 41 56 112 130 97 90 97 102 97 923
　町　屋 112 119 112 12 0 128 128 116 80 104 127 154 1192
　山　倉 137 263 381 318 305 415 363 473 338 208 369 377 3947
　下町屋 145 40 180 132 117 208 198 187 165 117 80 141 1710
　しあわせ 0 30 38 32 0 55 36 0 0 0 0 42 233
　あおぞら 0 0 0 0 0 0 0 12 13 0 32 27 84
　横　川 49 72 72 24 0 55 46 21 18 0 35 36 428
　桃 の里 8 8 12 17 0 8 8 12 10 10 10 10 113
　桐 の里 14 10 11 10 0 11 9 12 15 0 12 12 116
　南　原 0 0 0 0 4 15 39 125 129 116 116 139 683
　金毘羅会 78 38 44 79 34 33 36 60 25 24 72 24 547
　ひまわり 7 8 8 8 8 8 7 7 8 8 4 16 97
参加者数⇒ 578 616 903 673 524 1048 1000 1122 891 684 959 1075 10073
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  三入地区社会福祉協議会の活動報告 



 (4)  第85号 社　協　み　い　り 平成30年7月１日

Ⅲ、三入ボランティアバンク推進事業（ボランティア部会）　…地域住民の参加・支え合い活動

　毎週月曜日にボランティア委員９名が当番制で三入公民館に駐在し、ボランティア要請を受けると共に、各地区
委員による対応・調整を行った。
なお、受付専用の電話番号は８１８－７３３７です。

【活動の経緯・実績等】
１、平成３０年３月末時点の各地区ボランティア登録人数の総数は<４１名>
　　上町屋<８名>　下町屋<９名>　桐原<１０名>　南原,.<１４名>
２、作業依頼件数は、２９年度<３７件>、作業参加延べ人数は１１４名でした。

【ボランティアバンク活動の年度別支援活動実績件数】
　年度（平成） 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年
 ①子育て支援 21 17 17 12 9 6 10 6 8
 ②高齢者の支援 11 13 12 13 10 12 6 11 19
 ③地域行事の支援 19 9 15 10 6 1 3 1 4
 ④公共場所の美化 2 8 13 7 10 9 4 6 6
　活動件数合計 53 47 57 42 35 28 23 24 37

【課　題】
１、 バンク登録者の高齢化が進行していることにより、肉体労働を伴う作業依頼への対応が難しくなっている。
２、 バンク登録者の減少に歯止めがかからない状況にある。７年間、新規登録者がなく、緊急の課題となっている。

Ⅳ、定例事業の報告
　　１、コミュニティー活動への助成

　　　(１) 三入４地区(上町屋・下町屋・桐原・南原)の敬老祝賀会　　(２) ふれあいフェスタ　　(３) 盆踊り大会
　　　(４) 生活改善運動(香典)　　(５) 新成人＜平成２９年度５８名＞への記念品贈呈「ケース付き印鑑」
　　２、地域団体への助成
　　　(1) 三入地区青少年健全育成協議会　　(2) 三入献血会　　(3) 子育て広場　「みるく」　・　「アンパンマン」
　　　(4) 三入女性会
　　３、広報誌「社協みいり」第８３、第８４号の発行
　　４、三入地区社協賛助会員の募集(事業所など５６社)
　　５、三入地区社協として会員に対し、会長表彰の授与(桐原・島津ツマヨ様)
　　６、社協役員研修会等への参加
　　７、社協表彰規定の運用—広島市社会福祉協議会会長表彰・・・・３名

　　　 安佐北区社会福祉協議会会長表彰・・１名

三入地区社会福祉協議会／平成２9年度決算 

決算額 合計／１,９６２,４１５円 

電話料収入
1,055円 

収入の部 

寄付金収入
153,000円 

区社協助成
831,870円 

事務費 143,322円 

・維持経費・旅費交通費 

・事務消耗品 

・通信運搬費・慶弔費 

区社協会費 

109,450円 

  福祉事業費    

   692,540円 

・福祉のまちづくり総合 
  推進事業 
・近隣ミニネットワーク 
・いきいきサロン 
・区社協自主事業 

広報費    

44,650円 

社協みいり 

年/２回発行 

会議費    
22,978円 

負担金    

17,614円 

雑収入 

21,555円 

ｺﾐｭﾆﾃィ推進費 348,090円 

・敬老会・成人祝・盆踊り 

・生活改善運動 

・ふれあいフェスティバル 

団体助成金    

25,000円 

繰り出し金100,000円 

・ボランティアバンク支援 

支出の部 

前年度繰越金    

609,935円 

会費収入223,000円 

自治・町内会より 

100円×2,230世帯 

賛助会費 

122,000円 

(2,000円×65口) 

次年度繰越金    

458,771円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 第 85 号        社 協 み い り                平成 30 年 7 月 1 日 

①
福
祉
協
力
員 

部
会 

安
心
ネ
ッ
ト
づ
く
り
推
進
事
業 

「
気
が
か
り
な
人
」
へ
の
支
え
あ
い 

・
援
助
の
福
祉
協
力
員
の
活
動 

今
年
度
は
福
祉
協
力
員
の
方
が
よ
り 

実
感
の
持
て
る
形
に
な
る
よ
う
に
取
り 

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
9
月
の 

研
修
会
で
具
体
的
に
展
開
し
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

ま
た
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る 

「
相
続
等
に
関
す
る
無
料
相
談
会
」
は
公

民
館
の
協
力
も
あ
り
、
毎
月
相
談
者
が

来
ら
れ
て
い
ま
す
。 

引
き
続
き
第
3
木
曜
日
の
午
後
・ 

開
催
し
ま
す
。 

そ
の
他
具
体
的
な
今
年
度
の
活
動
は 

以
下
の
通
り
で
す
。 

【
具
体
的
活
動
項
目
】 

①
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の 

配
布
継
続 

②
「
安
心
箱
」
の
配
布
促
進 

③
研
修
会
の
実
施 

１
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

民
生
委
員
と
の
意
見
交
換 

２
、
外
部
講
師
に
よ
る
地
域
福
祉
向 

上
の
た
め
の
講
演
会 

④
年
に
１
～
２
回
の
独
居
高
齢
者
へ
の 

贈
り
物
を
検
討
。(

従
来
の
饅
頭
に
代 

わ
る
も
の)

 

◆
民
生
委
員
と
の
情
報
共
有
で
、
独
居 

高
齢
者
の
見
回
り
活
動
を
充
実
す
る
。 

 

三
入
児
童
館 

館
長 

田
村 

典
子 

 

「
新
任
挨
拶
」 

 

本
年
度
４
月
１
日
付
け
で
、
三
入
児
童
館
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
、
館
長
の
田
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
館

長
の
仕
事
は
初
め
て
で
、
至
ら
ぬ
こ
と
も
多
い
と
お

も
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

三
入
児
童
館
は
三
入
公
民
館
の
隣
に
屋
根
続
き

に
あ
り
ま
す
。
平
日
は
１３
時
か
ら
、
土
日
は
１０
時

か
ら
開
い
て
い
ま
す
。
大
ま
か
な
利
用
と
し
て
は
、

家
か
ら
自
由
に
遊
び
に
来
れ
る
「
一
般
来
館
児
童
」

と
保
護
者
が
働
い
て
い
て
、
下
校
時
に
家
に
居
な
い

「
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
」
に
分
か
れ
ま
す
。 

 

月
に
一
回
、
午
前
中
に
は
、
子
育
て
広
場
「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」
が
あ
り
、
未
就
園
児
の
小
ち
ゃ
な
お
子

さ
ま
も
保
護
者
と
一
緒
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

三
入
児
童
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
通
称
や
ま
び
こ
）

は
在
籍
児
が
増
え
、
こ
の
４
月
か
ら
児
童
館
内
と
、
小

学
校
の
教
室
を
一
つ
お
借
り
し
て
の
二
施
設
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
（
児
童
館
２９
名
、
小
学
校
３３
名
） 

家
か
ら
遊
び
に
来
る
子
供
も
、
や
ま
び
こ
の 

子
供
も
大
切
な
三
入
っ
子
で
す
。 

児
童
館
は
、
遊
び
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ 

な
出
会
い
と
経
験
か
ら
子
供
達
が
心
豊
か
に 

成
長
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
役
割
が
あ 

り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
指
導
員
だ
け
で 

は
出
来
な
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

地
域
の
方
々
に
は
、
元
気 

い
っ
ぱ
い
の
三
入
っ
子
た
ち 

が
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う 

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
と
ご
協 

力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
宜
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

三
入
児
童
館
の
紹
介 

▲
現
在
・
三
入
地
区
で
は
１２
の
サ
ロ
ン

が
活
動
中
で
す
。
参
加
者
に
は
、
各
サ

ロ
ン
の
代
表
者
が
ス
タ
ン
プ
の
押
印

を
致
し
ま
す
。 

②
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

部
会 

住
民
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
づ
く
り 

●
お
近
く
の
サ
ロ
ン
を
紹
介
致
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
一
歩
踏
み
出
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

【 

】
代
表
者
名 

①
サ
ロ
ン
・
上
町
屋 

【
松
浦 

章
子
】 

５
・
６
丁
目
自
治
会
町
内
全
域 

②
サ
ロ
ン
・
町
屋 

 

【
富
永 

道
夫
】 

５
・
６
丁
目
自
治
会
町
内
全
域 

③
サ
ロ
ン
・
山
倉 

 

【
椿 

稔
治 

】 

４
区
・
新
山
倉
、
安
佐
可
台 

④
下
町
屋
・
サ
ロ
ン 

【
山
田 

卓
二
】 

６
・
７
・
８
区
複
数
自
治
会 

⑤
し
あ
わ
せ
・
サ
ロ
ン
【
尾
川 

愽
美
】 

７
区
自
治
会
全
域 

⑥
青
空
・
サ
ロ
ン 

 

【
西
村 
徳
美
】 

９
区
・
１
０
区
自
治
会 

⑦
サ
ロ
ン
・
横
川 

 

【
橋
本 

稔 
】 

１１
・
１２
・
１３
区
町
内
会 

⑧
サ
ロ
ン
・
桃
の
里 

【
竹
田 

愛
子
】 

三
入
南
２
丁
目
桐
原
地
区 

⑨
サ
ロ
ン
・
桐
の
里 

【
下
谷 

洋
子
】 

桐
原
自
治
、
町
内
会
全
域 

⑩
南
原
・
サ
ロ
ン 

 

【
奥
本 

清
志
】 

南
原
町
内
会
全
域 

⑪
サ
ロ
ン
・
金
毘
羅
会
【
岡
田 

豊 

】 

８
区
自
治
会
全
域 

⑫
サ
ロ
ン
・
ひ
ま
わ
り
【
沖
田 

敏
郎
】 

三
入
・
市
営
住
宅
自
治
会 

貴
方
の
技
と
気
持
ち
を
是
非 

 

『
三
入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
』
に 

登
録
し
て
生
か
し
て
み
て
下
さ
い
。 

◆
現
在
、
上
町
屋
・
下
町
屋
・
桐
原 

 
・
南
原
の
合
計
４
チ
ー
ム
の
編
成
で 

 
 
 
 

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
何
時
か
は
我
が
身 

『
出
来
る
人
が
・

出
来
る
時
に
・
無
理
を
し
な
い
で
活
動

で
き
る
』
仲
間
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

◆
機
械
・
工
具
類
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

ク
で
用
意
し
て
い
ま
す
。 

・
自
分
で
作
業
さ
れ
る
方
に
は
、 

工
具
類
の
貸
出
し
も
実
施
い
た
し
て 

お
り
ま
す
（
200
円
／
１
日
） 

 

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク 

部
会 

地
域
住
民
の
参
加
・
支
え
あ
い
活
動 

●
人
材
求
む
！  

●
主
な
活
動
内
容
は 

①
子
育
て
支
援
【
公
民
館
／
児
童
館
／ 

小
学
校
／
地
域
行
事
】
で
の 

・
子
供
行
事
の
支
援
・
物
作
り
教
室
な
ど 

②
高
齢
者
の
み
生
活
世
帯
の
支
援
活
動 

・
植
木
剪
定
・
家
具
の
移
動 

・
大
型
ご
み
処
分
・
家
廻
り
の
清
掃
な
ど 

③
公
共
場
所
の
美
化
活
動 

・
公
共
備
品
の
補
修
・
公
園
な
ど
地
域 

の
清
掃
・
通
学
路
の
草
刈
や
清
掃
な
ど 

④
地
域
組
織
活
動
の
支
援 

・
パ
ソ
コ
ン
で
の
資
料
作
成
・
行
事
の 

準
備
活
動
や
写
真
撮
影
な
ど 

▲
バ
ン
ク
登
録
者
の
活
動
に
対
し
て
、 

ス
タ
ン
プ
の
押
印
を
致
し
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度 

各
・
部
会
の
「
活 

動 

便 

り
」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 第 85 号        社 協 み い り                平成 30 年 7 月 1 日 

（
平
成
29
年
12
月
25
日
か
ら 

平
成
30
年
6
月
25
現
在
） 

次
の
方
々
が
こ
の
間
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
生
前
の
お
も
か

げ
を
偲
び
つ
つ
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。 

                  

愛 

の 

灯 

社
協
み
い
り
・
編
集
委
員 

編 

集 

後 

記 
 

 

南 

原 

樫
原 

澄
子 

様 

88
歳 

南 

原  

大
坂
美
紗
枝 

様 

92
歳 

 

南 

原 

山
口
ア
キ
エ 

様 

93
歳 

南 

原 

高
橋 

 

保 
 

様 

85
歳 

                     

上
町
屋 

大
庭 

兼
良 

様 
84
歳 

上
町
屋 

井
上 

千
秋 

様 

94
歳 

上
町
屋 

寺
西 

初
枝 

様 

93
歳 

上
町
屋 

梶
原 

照
好 

様 

82
歳 

上
町
屋 

梶
原
カ
ズ
エ 

様 

83
歳 

 

下
町
屋 

栗
栖 

行
男 

様 

88
歳 

下
町
屋 

上
原 

 

繁 
 

様 

89
歳 

 

下
町
屋 

日
高 

夏
子 

様 

92
歳 

下
町
屋 

石
崎 

正
弘 

様 

69
歳 

下
町
屋 

上
原 

郁
枝 

様 

83
歳 

下
町
屋 

山
本 

光
枝 

様 

96
歳 

下
町
屋 

中
島 

昭
人 

様 

63
歳 

下
町
屋 

野
平
ハ
ル
ヱ 

様 

111
歳 

下
町
屋 

末
田 

 

裕 
 

様 

87
歳 

下
町
屋 

小
森
ハ
ル
エ 

様 

97
歳 

下
町
屋 

正
綱 

浩
美 

様 

57
歳 

 

桐 

原 

濱
本
キ
ク
エ 

様 

87
歳 

桐 

原 

山
野 

春
子 

様 

73
歳 

桐 

原 

溝
浜 

滝
子 

様 

85
歳 

 

南 

原 

縄
手 

暉
夫 

様 

81
歳 

南 

原 

沖
広 

一
夫 

様 

63
歳 

  

                              

次
の
方
々
が
香
典
返
し
等
に
代
え
て

心
の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
対

す
る
深
い
ご
理
解
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。 

ご
厚
情
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

下
町
屋 

日
高 

 

健 
 

様 

 
 

桐 

原 
濱
本 

伸
明 

様 

 
  

南 

原 

樫
原 

信
男 

様 

    

南 

原 

高
橋 
政
典 

様 

広
島
県
内
・
最
高
齢
者 

 
 

野 

平 

ハ
ル
ヱ 

さ
ん
ご
逝
去 

 

下
町
屋
八
区
の
野
平
ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
、 

今
年
一
月
二
十
四
日
に
広
島
県
下
に
お

い
て
最
高
齢
者
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

記
録
を
更
新
さ
れ
た
後
の
誕
生
日
直

後
の
四
月
二
日
（
百
十
一
歳
）
で
惜
し
ま

れ
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

ご
家
族
の
方
に
、
晩
年
の
様
子
を
伺
い

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 

昨
年
か
ら
「
社
協
み
い
り
」
の
編
集
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

「
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
は
何
を
し
て
い
る
の
？

広
報
誌
「
社
協
み
い
り
」
と
は
？
よ
く
解
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

編
集
作
業
を
し
て
い
く
中
で
「
地
域
の
方
と
福

祉
の
こ
と
を
話
し
合
う
会
」
で
あ
る
こ
と
、
子
育

て
支
援
か
ら
高
齢
者
支
援
ま
で
活
動
の
幅
が
広
い

こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
子
育
て
広
場
「
み
る
く
」
に
行
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

三
入
公
民
館
内
の
一
室
に
、
遊
び
や
す
い
環
境

が
用
意
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
笑
顔
や
声

掛
け
に
安
心
し
て
喜
々
と
遊
ぶ
子
ど
も
達
、
談
笑

さ
れ
る
母
親
の
姿
を
側
で
見
て
、
地
域
の
皆
で
子

育
て
を
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
な
～
と
実

感
し
ま
し
た
。
私
も
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
・
Ｔ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆
「
社
協
み
い
り
」
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
紹
介

し
た
い
、
ま
た
は
紹
介
し
て
欲
し
い
、
事
項
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
近
く
の
編
集
委
員
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。 

上
町
屋 

 

寺
山
ル
ミ
子 

西
本 

勝
則 

越
道 

慶
幸 

椿 
 

稔
治 

 
 

笠
野 

恵
子 

 

大
塚 

純
子 

下
町
屋 

佐
々
木
和
治 

山
田 

善
伸 

池
田 

憲
二 

齋
木 

 

信 
 
 

谷
本 

順
子 

末
田
美
代
子 

桐 

原 

横
田 

正
幸 

 

竹
田 

愛
子 

 

下
谷 

洋 

子 

南 

原 

山
口 

卓
壮 

 

稲
田 

博
之  

河
野 

和
子 

{

寄
稿
文}

 

今
年
三
月
二
十
八
日
、
祖
母
は
百
十
一
歳

の
誕
生
日
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
先
の
施
設
で

祝
っ
て
い
た
だ
き
、
職
員
の
方
の
手
作
り
ケ

ー
キ
を
頬
張
り
、
そ
の
五
日
後
、
四
月
二
日

の
朝
、
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

お
蔭
さ
ま
の
大
往
生
で
し
た
。 

祖
母
は
割
合
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
、
兄

と
二
人
、
大
切
に
育
て
ら
れ
た
よ
う
で
、
例

え
ば
雪
が
積
も
る
と
、
背
負
わ
れ
て
小
学
校

に
通
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
祖
母

は
、
ど
こ
か
世
間
の
常
識
か
ら
ズ
レ
て
お
り
、

幼
い
私
の
目
に
も
少
し
『
不
思
議
な
人
』
に

う
つ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
で
言
う
『
健
康
オ
タ
ク
』
で
、
青

汁
や
に
ん
に
く
卵
黄
な
ど
を
自
分
で
作
っ
て

熱
心
に
飲
ん
で
お
り
、『
生
き
る
』
こ
と
に
貪

欲
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
通
う
際
、「
先
生
、
私
は
後
ど
れ
く
ら
い
通

っ
た
ら
、
あ
る
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
」

と
百
歳
近
く
な
っ
て
も
リ
ハ
ビ
リ
す
れ
ば
、

ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る
と
本
気
で
思
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
お
洒
落

な
人
で
し
た
。 

 

途
方
も
無
く
長
い
長
い
時
間
、
何
を
考
え

て
過
ご
し
て
来
た
の
か
は
想
像
す
る
だ
け
で

す
が
、
最
期
は
、
長
く
生
き
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
逝
っ
た
こ
と
と 

思
っ
て
い
ま
す
。 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
先
の
桐
陽
台
医
院
の
先

生
、
職
員
の
皆
様
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
、
い
つ

も
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
長
い
間
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
故
野
平
ハ
ル
ヱ 

孫
、
中
山
ま
り
子
） 

       


